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　4．結　語

　手近な資料から，寒気場内でのサイク・ジェネシスの

一例を概観した．その際，中部山岳風下の地形性擾乱の

果たす役割が注目ざれるが，第3章で簡単に触れたよう

に，この場合大規模場のみでも，サイクロジェネシスが

期待できると考えられ，下層擾乱は，渦Bの発生・発達

々4は本質的ではなさそうである．しかしながら，ここで

の解析は，現象々大まかに眺めたのみにすぎず，より深

い理解の為には，

　1．数値予報で表現された，渦Bの発生、・発達の大規

　　　模的様相及びその機構の定量的解析

　2．2次寒気接近の前後における関東付近の中層以下

　　　の大気構造の解析と，地形効果があるξすれば，

　　　それに対する力学的解釈

等の点について，更に調査を進める必要があると思われ

る．
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